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藤川一二三さん

地域市民センター東西南北
４月末までに９つの地区で
自治振興会設立総会開催される

ばんたに自治振興会

「元気と笑顔溢れる自然豊かなまち伴谷」
―親しみやすい名称にと、地区名は、ひらがなで命名―
　伴谷地区は、水口工業団地や隣接する湖南工業団地の立
地から大規模住宅地開発が進み、人口が急増した地区です。
１月末現在の人口も１万 1,138 人と、自治振興会の単位と
して最も人口が多い地区となっています。
　まちづくり計画では、まずは地域課題を掘り起こしから
の取り組みを進められました。
　結果として、①農村集落にかかる課題 ②住宅団地におけ
る課題 ③公害や道路交通等の課題 ④居住環境の課題の つ
を基本にまちづくり計画が策定され、全体目標も「元気と
笑顔溢れる自然豊かなまち伴谷」と定め、５つの部会によ
るまちづくりが進められることとなっています。

ばんたに自治振興会
左近律男さんに聞きました

──  自治振興会設立に至った経過を
お聞かせください

　市からの「新コミュニティの創造」提案を受け、現在の
伴谷地区が抱える特有の課題に対応するための必要な施策
であると認識し、昨年８月 31日に自治振興会の設立及び設
立準備委員会の設置を決定しました。各区・各種団体から
推薦された委員において設立に向けた全ての準備作業を進
め、４月 22 日に設立総会を開催。“ばんたに自治振興会”
はスタートしました。

──自治振興会設立までにご苦労されたところは

　当自治振興会では、行政上組織化された団体の“役員負
担軽減”を設立目標の一つとして掲げています。このため、
各団体へ「事前協議を前提とし、団体は計画立案、自治振

興会は事業実施、と
いう“役割分担”を
行うことにより役員と組織のスリム化と役員負担の軽減を
図りたい」と提案し、合意を得ました。この提案を形にす
るためには市との協議が必要な項目が数多くあり非常に苦
労しましたが、“ばんたに自治振興会”の理念を理解頂きな
がら、一つ一つ解決していくことでようやく実現すること
が出来ました。

──  自治振興会の取り組みでこれは、と思う取り組みは何ですか

　次の三点を重点事業として取り組みます。
　まずは、「絆を深めること」。地域社会におけるつながり
の希薄化が進む中で伴谷地区としては、「人と人との絆」「地
域の絆」を深め、お互いに支え合う元気で安全・安心なま
ちづくりを目指すために、地域間及び世代間の交流事業を
幅広く進めていきます。
　次に、「子育て支援」。伴谷地区には大規模住宅団地が多く、
若い世代が多いことから子育て支援の必要性が高まってお
り、地域全体で子育てを支援するための事業を進めます。
　最後に「環境問題」。伴谷地区には大規模工業団地があり、
他市との道路が整備されていることから通過車両が多く不
法投棄が後を絶たないため、啓発活動や監視体制の強化を
図るとともに、住民の環境意識を高めることによって、地
域環境の維持向上を進めます。

──ばんたに自治振興会のＰＲをどうそ

　市内で最大の人口を擁する地区であることは多くの人材
に恵まれた地区でもあり、大きな地域力を持っています。
この地域力が充分に発揮され地域コミュニティ活動の一元
化が実現出来たことは当地区の優れた特徴です。この特徴
を生かしながら、これから実施していく事業においても地
区住民が提案し参加することによって自治振興会の良さを
実感・体感して頂けるようなまちづくりに取り組みます。

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

市内各地区で自治振興会の設立総会が進んでいます。
今回は、4月22日に発足した水口地域ばんたに自治振興会をご紹介します。
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